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分離技術ハンドブック 

分離技術は、化学、石油化学、食品・医薬、

エネルギー、バイオテクノロジー、環境など幅

広い分野で利用され、産業の進歩に多大な貢献

をしてきた。また、今後も技術の中核として大

きな進展が期待されている。 

この「分離技術ハンドブック」は、原料から

製品を得るまでの分離プロセスを使用目的に応

じて構築し、構成する単位操作の設計が関数電

卓などを用いて比較的簡単に得られることを目

標にしている。そこで、単位操作に重点をおき

例題を加えて記述し、応用としてプロセスを記

載した。 

本書は、分離プロセスや分離操作に関する設

計全般のほか、研究開発、工場現場などに従事

する技術者を対象としており、分離技術の専門

家だけでなく、化学工学の基礎知識があれば誰

でも十分使いこなせるものと思う。 

実際の現場では、数多くの物質や複雑な系で

構成されている場合が多く、今後さらに新しい

原料・物質の開発とその利用に伴い、分離技術

はより一層重要性を増すことと思われる。本書

を座右の書として、役立てていただければ幸い

である。 
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